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　［目的］　多くの女性が身につけているガードル、サポートストッキング等は、主に整容

を目的として着用されているが、必要以上の圧迫を人体に与えた場合には人体生理機能を

低下させることになる。しかし、適正被服圧レベルを見いだすことができれば、過度の被

服圧を加えることなく整容効果を得ることができる。そこで本研究では、適正被服圧レベ

ルを見いだすために、人体実験より被服圧と人体表面の圧縮硬さとの関係について検討す

る。

　［方法］　下肢の圧縮特性を明らかにするために、成人女子の大腿部前面と下腿勝腹部を

同一試料を用いて圧迫し、人体への被服圧と人体表面の圧縮特性との関係を検討した。次

に、市販されている圧迫被服着用時における大腿部前面での被服圧と圧縮変形量との関係

を検討した。人体表面の圧縮特性および被服圧の測定は伊藤らによって開発された装置を

使用した。なお、圧縮子の面積は3 cni（̂円形）、圧縮荷重は1 0 0 gf/cni2である。

　［結果］　大腿部、下腿部とも、圧迫する被服圧の増加にともない圧縮変形量が減少した。

圧縮変形量の減少の割合は個人差がみられたが、一定の被服圧レベルになると各被験者の

圧縮変形量が近似する傾向がみられた。このことは、市販の圧迫被服着用時においても同

様の結果であった。また、適正被服圧レベルについては筒状に人体を圧迫した人体実験に

比べ、市販被服着用時の方が低い傾向であった。

2 La－6 　　　　　　　衣服圧が心拍変動および随伴性陰性変動に及ぼす影響

　　　　　　　　倉敷市立短期大学　○佐藤希代子　稲垣和子

　　　　　　　　大阪市立大学生活科学部　綿貫茂喜

目的　演者らはヒトからみた衣服の設計方法を提案するために，衣服圧と生理反応との

関係を検討している。ヒトはほぼ一日中衣服の圧刺激を受けており，圧刺激が皆無という

ことはほぼありえない。圧刺激は血流障害ばかりでなく，自律神経系に影響を与えること

が示唆されている。そこで本研究では，自律神経系の活動状態を反映するという心拍変動

を指標として圧力と自律神経系との関係を検討し，加えて中枢神経系への影響を，脳波お

よび事象関連電位の一つである随伴性陰性変動（ＣＮＶ）の変化から検討した。

　方法　被験者は女子大生７名とした。気温28. 0°C,相対湿度50%に制御された人工気候

室内で，被験者は半袖Ｔシャツとショートパンツを着用し，大腿部圧迫用のカフを両足に

装着して仰臥位にて30分間安静にした。その後2. 5mmHg/minで2aimHg, lOnunHg, 20mmHgの３

種の圧まで加圧し，心電図，皮膚温，鼓膜温，呼吸曲線，皮膚血流，脳波を測定した。

　結果　心拍変動はlOmmHgで最小となり，自律神経系の活動は低下するものと思われる。

また，この時の脳波にも徐波化の傾向がみられ，身体に圧力が加わると中枢神経系の覚醒

水準に影響を及ぼすものと考えられる。
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